














































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2017-18 INTERNATIONAL ROTARY DISTRICT2770 

ROTARY CLUB OF IWATSUKI  

since 1963 

Weekly Report 
クラブ・テーマ「これまでに感謝 これからを創造」Ｓｈａｒｅ ｖｉｓｉｏｎ

 

会 長 小林利郎    例会場 : 割烹「ふな又」 例会日：木曜日 点鐘 12:30～13:30 

幹 事 出山知宏  事務所：さいたま市岩槻区本町 3-8-2-203 ℡048-758-0680 FAX048-758-0681  

       http://www.iwatsuki-rotaryclub.jp  E-mail:info@iwatsuki-rotaryclub.jp 

 
小林利郎年度  第３８回  通算２６５２例会                平成３０年４月２６日 

― Ｔhe 55th anniversary ― 

 

◆次回の例会◆ 平成３０年５月１０日（木）   地区研修・協議会報告       点鐘：１２：３０ 会場：ふな又 

 

会長挨拶       第 55 代会長 小林利郎 

皆様こんにちは。 

２１日、創立５５周年記念式典を菊地廣実行 

委員長の下、盛大に開催することが出来まし 

た。皆様、大変お疲れ様でした。この式典は、 

準備の段階から、熟そうとする、あるいは消 

化しようとする意識ではなく、岩槻ロータリークラブの意

義、想いを形象化しようとするその取り組みに会員皆の仲間

としての連携・強さに改めて感銘を受けました。今年度の重

点目標の一部に掲げさせて戴きました「心に残る５５周年」

が様々な意義を以って達成、そして間違いなく岩槻ロータリ

ークラブの５５年の叙事詩の一頁に刻まれたことと確信い

たします。そして先人の方々が築き上げてこられた遍歴に驕

ることなく、また新たな岩槻ロータリークラブ クロニクル

への挑戦の始まりでもある事と気持ちは引き締まります。 

 ２０１９～２０年度 第４グループがバナー補佐に当クラ

ブの小田光司直前会長が就かれる件、４月２４日のパスト分

区代理・パストがバナー補佐会議において満場一致で承認さ

れました事、鈴木隆パストがバナー補佐より即日ご報告頂き

ましたので皆様にご報告致します。当該年度には皆さんで小

田光司ガバナー補佐を応援・サポートをして行きましょう。 

 本日の例会は、地区協議会の報告となっております。次年

度 原田晃博会長の下、私たちは何をするべきか、そのヒン

トが見つかる筈ですので、真摯にそれを受け入れて行ければ

と思います。本日もよろしくお願い致します。 
 

○挨○拶○文 の○行○間  

 

金澤泰子・翔子 親娘にふれて 

「天使と天使のお母様へ」 

天使は神様に 

今 世の中に足りないことがあるから 

それを ひろめてきてと頼まれて 

天使はお母様を選んで 

生まれてきたの 

お母様は 

それを活かす場面や場所  

 チャンスを与えてくれた人 

天使が神様から預かって来たことを 

最初に受け取った人 

そのことを一緒にひろめてくれた人 

それを求めてくれた人は 

天使を可哀想という人はいないと思うよ     （⤴） 

可哀想じゃあなくって 

可愛いと言う人はたくさんいるよ 

ずっと ずっといつまでも 

ふたりがいてこそ ひろめられる愛がある 

「ふたりがいてくれるおかげです ありがとう」…toshi 

 

① 国際ロータリー日本事務局より、ＭｙＲ 

ＯＴＡＲＹアカウントの登録方法のご案 

内が届いております。 

② 地区より、ローターアクトを中心とした 

合同奉仕事業のご案内が届いております。 

③ 地区より、第 4回ＲＹＬＡ研修会『修了証授与式』のご

案内が届いております。 

④ 地区より、2018～2019 年度ＲＩ理事指名委員会 委員・

補欠委員を選出した報告が届いております。 

  委員：川口モーニングＲＣの田村パストガバナー 

  補欠委員：大宮北東ＲＣの森田パストガバナー 

⑤ ロータリーの友事務所より、『わがまちの味』と題して、

地元の一押しグルメを写真付きで紹介くださいと、お願

いが来ております。 

  広報・会報委員会 田畑委員長宜しくお願いします。 

⑥ 大宮北ロータリークラブ様より、週報と５月の例会プロ

グラムが届いております。 

⑦ 『人形のまち岩槻・まちかど雛めぐり』実行委員会より、

御礼および報告書が届いております。 

 

幹事報告             幹事 出山知宏 

委員会報告              

55周年記念式典実行委員会  

委員長 菊地 廣 
4月 21日の記念式典にお 

きまして、会員皆様には多 

大なご協力を賜りましてあ 

りがとうございました。 

お若い会員方の行動力も大 

きな力になったのだと思い 

ます。 

おかげ様で盛会の裡に会を 

締め括ることが出来ました。各方面からもたくさんのお褒め

の言葉を頂く事が出来ました。追って反省会の日程などもお

知らせしたいと思いますのでご参加よろしくお願いします。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 行   会報・広報委員会   委員長 田畑寛樹  副委員長 増岡昌行  委員 三浦宣之 高橋真理以 

出席報告 
会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

24 13  2 62.50％ 

 

スマイル報告 
本日のスマイル合計 18,000 円 

年間累計額 1,150,000 円 

 

 
メンバー（50音順） 

菊地 廣  小林利郎  塩田淳司  鈴木 隆 

鈴木真樹  関根信行  田口雅弘  田畑寛樹 

出山知宏  中村 正  原田晃博  増岡昌行 

三浦宣之 
 

🌼 たくさんのご芳志ありがとうございました 🌼 

スマイルＢＯＸより        

米山記念奨学部会 塩田淳司 
日本最大の民間国際奨学事業であり、その財 

源はロータリアンの寄付である。昨年財団設 

立 50周年を迎えた。 

米山記念奨学増進委員会 
寄付額の増進を図ることを目的とした委員会 

①１人当たり 25,000円（普通寄付 5,000円特別寄付 20,000

円）の寄付を募る。 

②寄付額と共に寄付率の増進にも努力する。 

③事業への理解を得るため米山奨学生等に卓話・セミナー・

地区大会等への参加。 

米山記念奨学学友選考委員会 
米山奨学生を選考する事を主たる目的とする。 

①指定校指導教官･担当教官とのコミュニケーション。 

②ホストクラブ・カウンセラーとの良好な交流を築く。 

③学友管理委員会と連携し、学友との活動を支援する。 

 

地区研修･協議会報告              

管理運営部会 三浦宣之 
管理運営部門の役割はクラブの活性化のた 

めにクラブの円滑な運営をお手伝いすること。 

クラブの研修リーダーを中心とした会員研修 

の支援、またＲＩ戦略計画の理解と実践を通 

してロータリー賞（旧ＲＩ会長賞）への挑戦 

をお願いします。ＭｙＲｏｔａｒｙとクラブセントラルの活

用推進。また、ＲＬＩ開催について、クラブの指導者になら

れる皆様の受講をよろしくお願いします。 

 

公共イメージ部会 出山知宏 
・ロータリーがポリオ撲滅を最優先活動として 

いることを多くの人々に伝えるべくキャンペ 

ーン活動等を行っていく。 

・地区ホームページの充実を図り、一般の方に 

も見て頂けるようなものにする。 

・地区全体でＲＩの新ロゴを積極的に取り入れる。ロータリ

ー活動を世間に広める。 

・ＭＹ ＲＯＴＡＲＹへの登録を改めて会員全員に徹底する

ため登録のきっかけ作りと 100％登録。 

・ロータリーの友を全員に熟読してもらうべく奨励する。 

・ゆるキャラの着ぐるみが 10,000 円と格安でレンタルでき

るので利用していく。 

 

を用意。独自に国際奉仕行っているクラブ 

からの情報を基に米山学生または卒業生の 

協力を仰ぎ新たな国際奉仕の可能性を追求 

し、実現していくことを目指す。また、よ 

り多くのクラブで卓話を行い、さらに国際 

奉仕の意義と感動を伝え、より多くのクラ 

ブが国際奉仕に興味を持ち、その第一歩を踏み出すことを促

していく。 

・ハンブルグ国際大会への参加推進。2019年 6月 1～5日 

・姉妹地区韓国 3750地区との交流のサポート 

・海外姉妹・友好クラブの紹介とマッチング支援。 

・地区大会での海外からのお客様への接待・おもてなし。 

青少年奉仕部会 増岡昌行 
○地区活動方針 

・活動に消極的なクラブを無くしていく事。具 

体的には、定期的にインターアクトの活動状 

況を教えて頂き、殆ど活動していないインタ 

ーアクトの提唱ロータリークラブ会長、青少 

年奉仕担当委員の方々と今後どの様に盛り上げていくか 

についての話し合いの場を持ちたいと考える。 

・年次大会、協議会、募金、訪韓等の行事により多くのイン 

ターアクターに参加して頂く事。現状ではこれらの行事に 

積極的に参加して頂いているインターアクターが限定さ 

れている傾向にあります。より多くのインターアクターに 

参加を募り、インターアクトを通じて他校、他国の友人を 

たくさん作ってほしいと願っています。 

・青少年部門各委員会との交流を促進すること。2017-2018 

年度ローターアクト、インターアクトの合同奉仕事業が予 

定されています。2018-2019年度においても引き継いでい 

きたいと考えます。 

・新たなインターアクトの設立を援助すること。新しくイン 

ターアクトを設立したいと考えられているロータリーク 

ラブがありましたら、委員会として全面的にバックアップ 

して参ります。 

・奉仕プロジェクトの参加の促進。ロータリークラブや地域 

社会が行っている奉仕プロジェクトに、インターアクター 

の参加を促進していきます。 

○第 3750地区インターアクターとの交流 

 2月に韓国のインターアクター約 50名が日本でホームス 

テイをして、3月に日本のインターアクターが韓国でホー 

ムステイをします。その期間に両国インターアクターによ 

るインターアクト協議会も開催します。 

国際奉仕部会 鈴木真樹 
次年度はグローバル補助金を利用した国際奉仕の実現目指

し、新たな地区財団特別枠            （⤴） 


